
水　圧　試　験　施　行　要　領

1　 この要領は、金沢市上水道施設の漏水を防止するため新設、改良管路の水圧試験を

　実施するもので、その方法等必要な事項を定めるものである。

2　 水圧試験の対象となる管路は、導 ・ 送 ・ 配水管 （以下 「配水管」 という。） 

　および分水栓より水道メーターの１次側水栓までの給水装置 （以下「給水管」とい

　う。） とする。

3　 水圧試験の施工基準は、次のとおりとする。

※予備加圧は試験開始前に行い試験水圧を３分間以上一定に保つこと。

4　 水圧試験は指定給水装置工事事業者の自主試験とし、確認については次のとおりとする。

（１）     配水管

竣工検査の際、圧力計記録用紙および水圧試験の状況写真を提出するものとする。

（２）     給水管

竣工検査の際、圧力計記録用紙を提出するものとする。

(３）      特例配水管〔特別な事情（切回し等）があると監督員が認めたもの〕

監督員の立会いのもと常水圧で漏水がないことを目視で確認するものとする。

（４）　特例給水管〔特別の事情（継替え等）であると監督員が認めたもの〕

常水圧で漏水がないことを目視で確認するものとする。

5　 配水管の水圧試験は、原則として給水管分岐工事施工前に実施するものとし、標準

　施行延長は、口径５０mmは以下５０ｍ、口径７５mm以上は５００ｍとする。

　 附　　則

１　 この基準は、昭和５７年　４月　１日から施行する。

２　 昭和６３年　１月　１日一部改正。

３　 平成　３年　１月　１日一部改正。

４　 平成１０年　４月　１日一部改正。

５　 平成１９年　３月　１日一部改正。

６　 平成２１年　４月　１日一部改正。
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